
青年期から成人初期における血漿中多価不飽和脂肪酸と精神障害との関係 

 

統合失調症（schizophrenia）、抑うつ障害（depressive disorder）または不安症（anxiety disorder）

のある患者における n-3 系多価不飽和脂肪酸（n-3 PUFA）のレベルはコントロールと比べて低いことがこれまで

の観察的な研究から示唆され、また、PUFA 欠乏は注意欠陥多動障害（ADHD：attention deficit 

hyperactivity disorder）、自閉〔症〕スペクトラム症（autism spectrum disorder）およびアルツハイマー

病（Alzheimer’s disease）などの状態にも関係づけられているものの、PUFA の異常が精神障害の発生に先

立つものかはまだ不明瞭であることから、アイルランド王立外科医学院（Royal College of Surgeons in 

Ireland）とブリストル大学（University of Bristol）のグループは、若者を対象に血液中の PUFA と精神障

害 の 経 時 的 な関 連 性 （temporal associations ）につい て 検 討 し た結 果 を最 近 の Translational 

Psychiatry 誌に発表しました[1]。 

 

研究グループは、前向き出生コホート研究の the Avon Longitudinal Study of Parents and Children 

（ALSPAC）[2]に参加した妊婦の子供が約 17 歳になったとき、その後、約 24 歳になったときの来院時に収集

されたデータに基づいて、血漿中の PUFAs に関する主に 4 種類の計測値―総 n-6 系脂肪酸、総 n-3 系脂

肪酸、n-6/n-3 比、総脂肪酸に占めるドコサペンタエン酸（DHA）の割合―と精神病性障害（psychotic 

disorder）、中等度・重度うつ病性障害（moderate/severe depressive disorder）、および全般不安

症（GAD：generalised anxiety disorder、全般性不安障害）の 3 種類の精神障害との間の経時的な関

連性にかかわる以下の主要な 3 つの疑問に取り組もうとしました。 

 

1. PUFAs はこれらの疾患と 17 歳の時点で横断的に関連しているか 

2. PUFAs はこれらの疾患と 24 歳の時点で横断的に関連しているか 

3. 17 歳の時点での PUFAs はこれらの疾患と縦断的に 24 歳の時点で関連しているか 

 

17 歳の時点で、評価した 4,718 人の参加者のうちの 79 人（1.7％）が精神病性障害、4,563 人のうちの

227 人（5.0％）が中等度・重度うつ病性障害、また、4,563 人のうちの 263 人（5.8％）が GAD の診断基

準をそれぞれ満たしていました。 

 

24 歳の時点で、評価した 3,889 人のうちの 47 人（1.2％）が精神病性障害、3,966 人のうちの 304 人

（7.7％）が中等度・重度うつ病性障害、また、3,957 人のうちの 386 人（9.8％）が GAD の診断基準をそ

れぞれ満たしていました。 

 

17 歳の時点での PUFA の計測値と精神障害の横断的[3]な関連性については、精神病性障害、中等度・重度

うつ病性障害および GAD のいずれにおいても PUFAs との関連を示すエビデンスはほとんど存在しませんでした。 

 

24 歳の時点での PUFA の計測値と精神障害の横断的関連性については、総 n-6 系 PUFAs や総 n-3 系

PUFAs とこれらの精神障害との関連を示すエビデンスはほとんど存在しませんでした。しかしながら、n-6/n-3 比は

3 種類すべてのアウトカムと正の関連が認められ、とりわけ精神病性障害と最も強いエビデンスが認められました（調

整オッズ比：1.54、95%信頼区間：1.1～2.03）。さらに、総脂肪酸に占める DHA の割合と精神病性障害

との間の逆の関連を示すエビデンスが存在しました（調整オッズ比：0.58、95%信頼区間：0.36～0.93）。ま

た、それより弱いデビデンスですが、中等度・重度うつ病性障害と GAD につても逆の関連が認められました（調整オ

ッズ比：0.89、95%信頼区間：0.78～1.02）。 

 

17歳の時点でのPUFAの計測値と24の時点で新たに発症した精神障害（新規精神障害、incident mental 

disorders）との間の縦断的[3]な関連性については、17 歳における総 n-6 脂肪酸、総 n-3 脂肪酸、または

n-6/n-3 比と 24 歳における新規精神障害との間の関連性を示すエビデンスはほとんど存在しませんでした。しかし

ながら、17 歳における総脂肪酸に占める DHA の割合と 24 歳における精神病性障害との間に逆の関連が認めら

れました（調整オッズ比：0.44、95％信頼区間：0.22～0.87）。すなわち、17 歳で DHA のレベルが高かった

青年は、7 年後の 24 歳で精神病性障害を発症する可能性が 56％低くなることが明らかとなりました[4]。 

 



 

「われわれは一般集団のサンプルを対象に、青年期後期ではなく、成人期初期における n-6/n-3 脂肪酸比と精

神障害との間の横断的な関連性に関するエビデンスを報告した。DHA と精神病性障害のオッズ比との間の逆関連

を示すエビデンスが横断的に成人期初期で、また縦断的に青年期後期で認められた。とりわけ、青年期の臨床的

に精神病リスクの高いサンプルを対象とした長期的な試験が、精神障害の予防に果たす PUFAs の潜在的な役割

をさらに明らかにするかもしれない」と論文の著者は結論付けました。 
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抄録 

多価不飽和脂肪酸（PUFAs）は、例えば、炎症やシナプス形成の調節を経て、精神障害の発生と関連している

可能性がある。われわれは、PUFAs と精神障害の間の横断的、縦断的関連性について、若年者の大規模コホー

トを対象に検討したい。The Avon Longitudinal Study of Parents and Children の参加者が約 17 歳か

ら 24 歳のときに問診を受け、2 回の検体採取時期に血液サンプルを提供した。血漿 PUFA の計測値は［総ω-

6（n-6）、総ω-3（n-3）、n-6/n-3 比、総脂肪酸に占めるドコサヘキサエン酸（DHA）の割合］、磁気共

鳴分光法を用いて査定した。標準化した PUFA 計測値と 3 種類の精神障害［精神病性障害、中等度・重度う

つ病性障害、全般不安症（GAD）］との間の横断的、縦断的関連性については、年齢、性別、BMI および喫

煙について調整し、ロジスティック回帰分析により評価した。17 歳における PUFA 計測値と精神障害の横断的関

連性に関するエビデンスはほとんど存在しなかった。24 歳では、n-6/n-3 比が精神病性障害、うつ病性障害および

GAD と正の関連を示した一方、DHA は精神病性障害と逆の関連を示した。縦断的分析では、17 歳における

DHA と 24 歳における新規精神病性障害との間で逆関連を示すエビデンスが存在したが（調整オッズ比 0.44、

95%信頼区間 0.22～0.87）、うつ病性障害と GAD については、そのようなエビデンスはほとんど存在しなかった。

17 歳から 24 歳までの PUFA 計測値の変化と 24 歳における新規精神障害との間の関連性を示すエビデンスは

ほとんど存在しなかった。これらの知見は、早期成人期における PUFAs と精神障害との関連性、とりわけ精神病予

防との関連で思春期における DHA への支持を提供している。 
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